






豊富な症例数と実績、教育

研修の特徴

SHIでのジュニアレジデントもしくは専門修練医を修了した後の進路は、基幹施設もしくは所属大学医局への帰還、
当院連携施設への派遣、海外留学、大学院（博士課程）などとなります。当院在籍中に大学院に所属することも可能
です。ご相談ください。（SHI ：榊原記念病院）

研修カリキュラム

先天性心疾患、虚血性心疾患、弁膜症、大血管、更に末梢血管疾患やEVAR等非常に多彩な症例があります。 
将来の心臓血管外科のリーダーを育てることが我々の責務だと考えています。

ó
:�w�Ž�J�Z	.
•�ó�©�Ó�é�¬�å�Ü�›�;�™� �̀o�M�‡�b�{

�]
Æ�Ì�s�:�U�K�•�y�z���€�s�X�]
ì�Š�X�i� �̂M�{

心臓血管外科 ( 小児 ) 心臓血管外科 ( 成人 ) 末梢血管外科
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心 臓 血 管 外 科

手術室は４部屋あり、毎日平均成人4例、小児
2例の手術が行われます。ハイブリッド手術室
も完備されています。

充実した設備環境

心臓外科医として生きていくために。

他科との合同カンファレンス
毎朝、外科・内科・麻酔科・理学療法士の合同
カンファレンスを行っています。また、週に1回の
手術検討会で方針が決定します。

他職種クロストレーニングを用いたチームビル
ディング、リーダーシップ、専門医習得のための
Wetlabの実施、抄読会など学ぶ機会は充実 
しています。

多様な学びの機会

心臓血管外科は成人・小児を含め、年間 1300例の開心術を行なっています。

良い心臓血管外科医になるためには少しでも多くの経験を積むことが大切です。

他とは比べられない充実した環境で一緒に研鑽を積みませんか。

日本屈指の症例数
充実した環境で多くの経験を積む

心臓血管外科 [小児]
主任部長

和田 直樹

末梢血管外科
主任部長

新本 春夫

心臓血管外科[成人] 主任部長 
兼 低侵襲心臓病総合治療
センター長

岩倉 具宏

先輩医師からのメッセージ

かわぐち心臓呼吸器病院
心臓血管外科

山中 将太

9年間在籍しました。施設を移ってから、確
固たる基礎を築く事が心臓外科医として生き
ていくために重要であると再認識する毎日で
す。内科・小児循環器含め考えうる全ての循
環器疾患があり多くの手術数を誇る施設で
の毎日は刺激的だと思いませんか？多くのレ
ジデント仲間と質の高いトレーニングを行い、
切磋琢磨しながら心臓外科医として成長して
いく全ての事がこの病院にはあると思います。
ぜひチャンスを掴みに来てはいかがですか？

先輩医師からのメッセージ

私は2012年に専修医として入職、その後主任専修医を経て2017年からはスタッフ医として勤務し、
2020年までの在職期間中に700例を超える心臓大血管手術の執刀機会を得ました。榊原記念病院の
膨大な手術症例の経験により蓄積されたノウハウは、外科医としての”引き出し”を増やしてくれる宝の山
です。ここでの修練がなければ、間違いなく心臓外科医として独り立ちした今の自分はなかったと言えま
す。また、その気になれば、それらの膨大な症例に基づく学術活動にも力をいれる事ができ、国際学会で
の発表や論文執筆のチャンスもあり、可能性は無限大です。

熊本大学病院　心臓血管外科
西川 幸作 先生

特任副院長

高橋 幸宏
特任副院長

高梨 秀一郎

心臓血管外科医になるために、更に向上するために、どこで学ぶのか。
多くの症例を一流の施設で上を目指す仲間と共に経験を積むことは、必ず大きな自信へと繋がります。

M E S S A G E

卒後 3 年目以降

初期研修修了 外科専門医取得

外科専門研修３年 心臓血管外科修練3年（単独型）

心臓血管外科修練３年(連動型)

心臓血管外科専門医取得

SHIでの研修開始時期、
研修期間や各プログラムとの連携に

対してフレキシブルに対応します。
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過去の専修医の所属元

北海道、青森、山形、宮城、新潟、茨城、栃木、千葉、埼玉、東京、神奈川、
大阪、鳥取、島根、大分、宮崎の各都道府県の大学病院及び国公私立病
院から幅広く研修を受け入れています。

・国立国際医療研究センター

小児循環器修練施設群

・東京医科歯科大学
・埼玉医科大学　他

関連施設

基礎研修で小児循環器医のジェネラリストとしての知識・技能の習得を目指し、2年目以降で専門医としての幅広い知識およびサブスペシャリストと
しての技能習得を目指しています。研修期間については、基礎研修を中心とした3か月程度の短期から、サブスペシャリティ研修に特化した長期の研
修希望まで、幅広い対応が可能です。

〜 1年 基 礎 研 修 高 度 研 修2 年目以降

指導医の下で病棟・PICU 研修

※専修医が 1年間に受け持つ平均的な件数
　担当患者：100 例

◆ 心臓カテーテル：60-80　 ◆ 運動負荷：10-20
◆ ホルター：30-50　◆ 経胸壁エコー：150-200

指導医の下で病棟・PICU 研修

ICU 集中治療研修 カテーテル
インターベンション研修

心エコー研修
（経食道、胎児エコー）

画像診断研修
（MRI、CT、シンチ）

成人先天性心疾患研修 不整脈、デバイス研修

小児循環器内科研修の特徴

小児循環器内科研修で経験できること

受け持った手術症例について術前評価から
術後退院までの管理を通して行い、基本的
な知識や技能の習得を目指します。また、全
ての経過に携わることで小児循環器医として
の責任感を養うことができます。

カテーテルの基本的な操作から複雑心奇形
の診断まで、幅広いカテーテル検査の技術を
身につけることができます。加えて、心房中隔
欠損や動脈管の閉鎖をはじめとした様々なカ
テーテル治療を、経験豊富なスタッフの指導
のもとで経験できます。

循環器内科のエコー班では、所属する小児
科循環器医のもとで経食道エコーを含めた
専門的な研修が可能です。MRIについても
専門の小児循環器スタッフの下で撮影・解
析方法を学ぶことができます。外部指導医
を交えて行う胎児心エコーについても、随時
研修が可能です。

先天性心疾患手術 カテーテル検査 / 治療 他科と連携した循環器研修

研修年数から研修分野まで、要望に応じ
て多彩な研修が可能です。循環器病院
ならではの他科研修も魅力の一つです。

研修年数によっては、小児循環器専門医
の取得を目標にさらに高度な研修を積む
ことが可能です。

国内屈指の手術件数を誇る当院では、先
天性心疾患に関連する幅広い分野を短
期間で経験することが可能です。

多彩な研修プログラム2 小児循環器専門医の取得3豊富な症例数1

先輩医師からのメッセージ

東京医科大学病院 小児科・思春期科　石井 宏樹 先生

2020.4.1から1年間の研修予定でしたが、2023.3.31までの3年間お世話になりました。小児循環器疾患に関して“ゼロか
らのスタート”でありましたが、教育面や臨床面で優れたスタッフに恵まれ非常に居心地がよかったです。全国から難しい循
環器疾患が集まってきますが、先を見越し、より良い循環を構築するための細かい評価方法を経験でき、非常に興味を持ちま
した。また外科医師への相談もしやすく、外科医師からの視線での循環器疾患の考え方も経験することができます。“1つの
循環器疾患から100学べる”毎日であり、その経験があってこそ、循環器領域の専門医師のいない施設でも、循環器疾患でお
困りの患者様に寄り添い、力になれていると感じています。研修を終えた後も、精査や治療方針に関して困った症例に関して
相談できるのは非常に心強いです。

1から100を学べる循環器研修

私は小児科後期研修終了後にレジデントとして1年間研修を行いました。カテーテル、エコーはほぼ触ったことのない状況か
らのスタートで、初めはわからないことばかりでした。しかし豊富な症例数や、指導医とのペア制度での診療を通じ、指導医の
考え方、診療の進め方など多くを学ぶことができました。1年間と短い研修期間でしたが、内容はとても濃く、小児循環器科医
としての考え方、循環器診療の面白さに触れることができ充実した研修を送ることができました。

経験豊富な指導医、やる気のある仲間とともに数多くの症例を経験することができます。

東京都立小児総合医療センター 救命・集中治療部　三森 宏昭 先生

研修カリキュラム

P E D I A T R I C  C A R D I O L O G YP E D I A T R I C  C A R D I O L O G Y

小 児 循 環 器 内 科

小児循環器医に必須の知識・技術を習得する基礎研修から

専門医としての技能研修まで、

先天性心疾患を中心に幅広い分野の症例を短期間で学ぶことができます。

基礎から応用まで、先天性心疾患に関連した
幅広い分野を短期間で学ぶ。

1年を通して小児循環器分野を系統的に学べる定期勉強会や、標本を用いた各疾患の形態学の講義なども行っています。

小児循環器内科 部長

矢崎 諭
小児循環器内科 主任部長

嘉川 忠博
小児循環器内科 部長

上田 知実
小児循環器内科 副部長

浜道 裕二

小児循環器の分野で最も大切なこと、それは手術の質と量です。良好な成績のためには小児科医による画像
診断、血行動態管理、カテーテル治療の協働作業も欠かせません。忙しいかも？… 当たり前です。ベッドサ
イドで寄り添い、カテーテルを動かし、エコープローベを持ってクオリティの高い臨床のシャワーを浴びましょう。
使える小児循環器科医になれることを約束します。

M E S S A G E

8877



臨床遺伝科 森崎 裕子

昭和55年、東京大学医学部医
学科卒、臨床遺伝専門医・指
導医。遺伝子解析、遺伝カウン
セリングを担当。

P RO F I L EP RO F I L E

産婦人科　部長

酒井 啓治

1989年岐阜大学卒、東京女子医科大学、杏林大学、
東北医科薬科大学を経て現職。専門は周産期医学、
内分泌学。

P RO F I L EP RO F I L E

診療上の特徴

心疾患の診断・治療技術の進歩により、先天
性心臓病や不整脈等を持った女性で、妊娠・
出産を希望される方が増えてきました。当院
産婦人科は、関連診療科との連携の上、これ
らの症例を積極的に受け入れています。

出産年齢の高齢化にともない、出生前検査を
希望する妊婦が増加してきています。当院で
は、臨床遺伝科との協力体制のもとにNIPTを
実施しているほか、FMF有資格者によるNT等
計測による初期スクリーニングなど、各種出
生前検査をおこなっています。

当院では年間50例以上の胎児心臓病の分
娩があります。各症例について、胎児期の管
理から分娩方針、出生後の治療等に関して
関連診療科との合同カンファレンスを毎週お
こなっています。

循環器疾患合併妊娠 出生前検査胎児心臓病

産婦人科診療実績

先輩医師からのメッセージ

豊富な症例数と実績、教育

遺伝学的検査 /診療、マルファン症候群、ロイス・ディーツ症候群、
エーラス・ダンロス症候群、遺伝性QT延長症候群、ヌーナン症候群
歌舞伎症候群、ファブリー病、遺伝性心筋症
染色体異常症（22q11.2欠失症候群 他）
その他、豊富な稀少疾患症例を経験できます。

出生前診断　NIPT(母体血胎児染色体検査）　他

遺伝カウンセリング /遺伝に関するあらゆる悩みや不安に対応しています。

1

2
3

研修上の特徴

日本産科婦人科学会のほか、各種資格
取得に向けた研修が可能です。

日本産科婦人科学会をはじめとした国内
各学会はもとより、海外での学会発表も
積極的に支援しています。

周産期センターでも対応困難な症例の紹
介も多数あり、豊富な症例を通して充実
した研修が可能となっています。

各種資格の取得が可能2 学会活動を支援3豊富な症例1

私は2023年度より産婦人科レジデントとして榊原記念病院へ赴任しました。循環器専門病院のため、他院
では診ることの少ない心疾患合併妊娠や胎児心疾患の症例が多く経験することができます。プレコンセプショ
ンケアから周産期管理まで一人一人時間をかけて関わることができ、全員で方針を検討しながら診療にあたっ
ていくので一例一例を深く勉強することができます。超音波検査にも力を入れており、FMF認定ライセンスや
胎児心エコーなど出生前診断の技術も取得でき、多くのエキスパートが在籍しているため、周産期科医として
日々多くの学びを得られる魅力的な病院だと思います。

産婦人科 専修医　安田 侑司

当院での分娩数は、年間200件弱とそれほど多くはないですが、他院では学ぶことのできない母体心疾患、胎児心疾患の分娩が、分娩数の
半数以上を占めています。無痛分娩は、医学的適応や希望の方を含めると25％の症例で実施しています。出生前診断は臨床遺伝科の協力
のもと行っており、NIPT検査は年間200件、初期超音波検査は年間100件前後です。いずれも産婦人科が主体的に診療に当たっています。 

循環器・心疾患を持つ
女性と子供に安心を。
“ 循環器専門病院での産婦人科 ”を学ぶ。

当院では、循環器疾患を持った女性に安心して診療を受けていただける場を提供すること、また児の心

臓病が疑われる場合に、胎児期から出生後まで切れ目のない医療をおこなうことを目的に、2014年に

産婦人科が開設されました。小児科・循環器内科・心臓血管外科・臨床遺伝科との協力体制のもと、

全国でも数少ない“循環器専門病院での産婦人科”をしっかり学ぶことができます。

O B S T E T R I C S  A N D  G Y N E C O L O G YO B S T E T R I C S  A N D  G Y N E C O L O G Y

産 婦 人 科

2016年 4月に臨床遺伝科が開設されました。
マルファン症候群、エーラス・ダンロス症候群、遺伝性不整脈、心筋症などの患者さんや妊婦さんを
重点的に見ています。遺伝学的検査や遺伝カウンセリングも含め、診療各科の先生方や臨床心理
士さんと協力しながら、家族も含めた包括的な診療を目指しています。患者会との交流も盛んです。

循環器に関する遺伝医療の先端を学ぶ。

C L I N I C A L  G E N E T I C SC L I N I C A L  G E N E T I C S

臨 床 遺 伝 科
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E-mail　doctor@shi.heart.or.jp

お問い合わせ・お申し込み
https://www.recruit.heart.or.jp

所 在 地
代表電話番号

〒183-0003  東京都府中市朝日町 3-16-1
042-314-3111


